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あとがき
地域医療の崩壊が叫ばれてずいぶんになります。この現象の引き金を引いたのが2004
年に導入された新臨床研修制度であることは明らかですが，その功罪はともかくとして，
医師の不足に危機感を持ったいくつかの県が寄附講座の形で当該県に地域医療学の拠点
を設けています。私が奉職しております山口大学にも地域医療学の教室ができ，先日，
この教室から“不足している診療科”についての県内病院長を対象とした調査が論文と
して発表されました。神経内科は“不足している診療科”の最上位にランクしていただ
きましたが，県内のどの地域の院長先生が“神経内科が足らない”とおっしゃっている
のか詳細にみてみますと，私の教室から常勤・非常勤の形で人が出せていない地域では
不足度が低く，常勤医を複数置いている地域での不足感が強いことがわかりました。私
自身は神経内科そのものの認知度をさらに高めること，扱う疾患の広汎性をアピールし
ていくことで，今後神経内科医の活躍する場は大きく拡がるであろうと確信を持った次
第ですが，そのためにはこの科を志望する人材を１人でも多く獲得することが必要とな
ります。私は2011年春から山口大学の臨床研修センター長（今はもう少しややこしい名
称に変わっています）を拝命しており，神経内科のみならず全学の人材確保に責任のあ
る立場です。一般技能の習得に大きな比重の置かれる研修制度の中でアカデミアにどの
ように人を集めるか，頭の痛い毎日です。
さて，今月号の特集は「iPS細胞と神経疾患」です。2012年の劈頭を飾るにふさわし
い題材であり，難治性神経疾患治療の切り札として，また，創薬研究の画期的なツール
としてiPS細胞に社会全体から大きな期待がかけられていることについては今更つけ
くわえることもないでしょう。この分野の第一線の研究者に力作をご寄稿いただきまし
た。読者は神経疾患を克服するにあたってのiPS細胞の現況と問題点，今後の展開につ
いて最新の知識を得られるものと思いますが，同時に，この第一線のサイエンスの領域
にあっても，日本では神経領域の臨床家が大きな寄与をしていることにご注目いただき
たいと思います。患者を実際に診療して臨床に関する問題意識を持ち，かつ高度なサイ
エンスの実践も可能な医師を育てる仕組みがかつての大学を中心とした医師養成システ
ムには備わっていたはずであり，このような訓練を受けた医師が多数存在することが現
在の日本の医療の大きな強みであると私は思います。これが，“強みであった”と表現し
なければならなくなる日が来ないよう，優れた神経系のphysician-scientistを育ててい
くシステムを新たに構築するとともに，サイエンスの基盤を持った医師が減少すること
がいかに社会にとってマイナスであるかについて，そろそろ外に向かって大きな声を上
げるべき時ではないかと思います。

（神田 隆)
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